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①
大
会
会
長
と
し
て
の
総
評
は
？

②
子
供
達
が
水
に
触
れ
遊
べ
る
よ
う
な
施

設
の
設
置
を
？

③
湧
水
保
全
活
動
へ
の
支
援
の
考
え
は
？

④
島
原
湧
水
の
課
題
と
取
組
は
？

　
　

①
関
係
者
含
め
約
３
５
０
人
が
参

加
。
本
市
の
水
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
で

き
た
。
浜
の
川
湧
水
の
活
用
や
保
全
活
動

を
再
認
識
し
、
水
の
恵
み
を
次
の
世
代
へ

継
承
す
る
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

②
清
流
亭
の
水
場
を
参
考
に
、
水
の
豊
富

な
場
所
に
は
設
置
は
可
能
だ
と
思
う
。

③
今
後
、
全
市
的
に
保
全
団
体
が
設
立
さ

れ
た
時
点
で
検
討
を
し
た
い
。

④
啓
発
、
保
全
、
活
用
、
Ｐ
Ｒ
が
課
題
。

全
国
の
自
治
体
の
対
策
を
参
考
に
推
進
を

し
た
い
。

　
　

①
こ
れ
ま
で
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
事

業
の
評
価
は
？
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
冠
事
業
の

活
用
や
実
施
状
況
は
？

②
島
原
城
の
登
閣
者
数
は
？

③
年
末
ま
で
市
民
へ
島
原
城
を
無
料
開
放

し
、
機
運
醸
成
の
企
画
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

①
様
々
な
記
念
事
業
に
多
く
の
市
民

や
観
光
客
が
参
加
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
１
１

８
件
、
冠
事
業
は
57
事
業
が
申
請
、
自
主

企
画
は
17
事
業
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付

し
支
援
し
た
。

②
本
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で
は
約
８
万
８

千
人
で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
近
づ
い
て
い
る
。

③
市
民
へ
の
無
料
開
放
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
引
き
続
き
で
き
る
よ
う
指
定
管
理

者
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

①
島
原
城
の
空
調
設
備
事
業
の
遅
延

の
経
緯
と
館
内
の
現
状
は
？
。

②
登
閣
者
の
増
加
対
策
と
し
て
動
画
機
器

を
設
置
す
る
べ
き
で
は
？

　
　

①
設
置
す
る
階
の
変
更
と
部
材
調
達

に
時
間
が
経
過
し
遅
延
。
城
内
が
暑
い
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
把
握
し
て
い

る
の
で
、
早
期
に
実
施
し
た
い
。

②
島
原
城
に
ど
の
よ
う
な
機
材
が
良
い
の

か
研
究
を
し
て
み
た
い
。

　
　

①
市
内
の
気
温
の
状
況
と
熱
中
症
の

予
防
、
対
策
の
状
況
は
？

②
学
校
現
場
の
野
外
活
動
や
屋
外
ク
ラ
ブ

活
動
の
指
導
状
況
は
？

　
　

①
猛
暑
日
が
８
月
は
25
日
間
で
、
８

月
４
日
は
39
・
２
度
の
県
内
最
高
気
温
更

新
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
既
に
52
回

あ
り
、
防
災
無
線
で
注
意
喚
起
し
た
。

②
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
水
分
や
塩
分
の
補
給
、
適
切
な
休
憩

等
を
対
策
と
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

赤
道
、
青
道
（
法
定
外
公
共
物
）
は

本
市
に
ど
れ
だ
け
数
が
あ
る
の
か
？
ま
た

誰
が
管
理
を
し
て
い
る
の
か
？

　
　

里
道
が
７
５
４
１
か
所
、
水
路
が
５

４
１
０
か
所
あ
り
、
こ
れ
ら
法
定
外
公
共

物
は
全
て
市
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
機

能
を
損
な
う
場
合
や
災
害
な
ど
で
壊
れ
た

箇
所
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
修

繕
を
行
っ
て
い
る
。
箇
所
数
が
多
い
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　
　

法
定
外
公
共
物
の
有
効
活
用
は
あ
る

の
か
？

　
　

里
道
に
つ
い
て
は
地
域
の
通
路
な
ど

と
し
て
、
水
路
に
つ
い
て
は
地
域
の
用
排

水
路
と
し
て
利
用
を
さ
れ
て
い
る
。

　
　

里
道
の
整
備
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
？

　
　

通
常
、
市
民
清
掃
時
や
町
内
で
の
清

掃
を
さ
れ
て
い
る
町
内
等
も
あ
る
が
、
高

齢
化
に
よ
り
、
手
が
回
っ
て
い
な
い
状
況

も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
市
の
道

路
課
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
対
応
を

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

法
定
外
公
共
物
の
売
り
買
い
は
、
で

き
る
の
か
？

　
　

売
払
い
に
つ
い
て
は
、
利
用
が
見
込

ま
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
申
請
地
周

辺
地
域
の
同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
売
払

い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

樹
齢
４
０
０
年
の
マ
キ
の
木
を
景
観

の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
評
価
し

て
い
る
の
か
？

　
　

歴
史
的
文
化
遺
産
を
後
世
へ
引
き
継

ぐ
た
め
、
武
家
屋
敷
水
路
通
り
の
沿
線
区

域
を
景
観
計
画
区
域
に
指
定
し
て
い
る
。

武
家
屋
敷
の
水
路
や
石
垣
な
ど
の
歴
史
的

建
造
物
を
保
全
し
、
建
造
物
は
形
態
、
意

匠
に
配
慮
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、

マ
キ
の
木
は
景
観
重
要
樹
木
の
指
定
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
　

樹
齢
４
０
０
年
の
貴
重
な
マ
キ
の
木

の
剪
定
に
関
し
、
行
政
と
し
て
は
剪
定
時

の
立
会
い
を
含
め
、
所
有
者
へ
よ
り
鮮
明

な
指
導
や
助
言
、
相
談
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
？

　
　

今
後
は
、
現
地
立
会
い
等
を
実
施
し
、

良
好
な
景
観
と
な
る
よ
う
指
導
や
助
言
、

相
談
等
を
行
い
な
が
ら
良
好
な
景
観
に
努

め
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
通
学
路
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新
湊
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の
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）
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（
青
道
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本
市
の
現
状

実践クラブ

まわたり みつはる

馬渡 光春 議員

島原新時代

まつい もとひろ

松井 扶公 議員
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記
念
事
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城
内
の
設
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熱
中
症
対
策


